
令和5年度：那須町観光経営戦略会議

令和5年6月28日



那須町経営戦略会議

本日の次第

1. 那須町観光経営戦略会議の目的・位置づけ

2. DMO設立方針（DMO設立申請書から抜粋）

3. 主な施策について

– ふるさと納税

– 観光DXの推進

– 関連施策：インバウンド高付加価値化事業

4. 今後のスケジュール
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那須町経営戦略会議

那須町観光経営戦略会議の目的・位置づけ
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本会議の
位置づけ

1. 那須町DMO（設立までは観光協会）から、関係団体に対して、
観光振興に関する方針・進捗の共有を行う

2. 共有事項に関して、関係団体から評価・及び助言をいただく

目的

• 上記の目的に記載の通り、
本会議は『”共有”・”評価及び助言”』の場

• 意思決定は、那須町DMO（設立までは観光協会）における
『総会』『理事会』で実施とする

次回以降の那須町経営戦略会議では
関係団体からのご意見・要望の収集、意見交換をスムーズに行うべく

会議前に事前ヒアリングなどを実施する予定です。
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那須町経営戦略会議

【再掲】基本戦略の背景①：地域経済の動向（那須町の⼈⼝減少・少⼦⾼齢化の推移・予測）
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出典：第2期 那須町「人口ビジョン」

• 那須町の人口減少 ＝ 2022年 24,393人 → 2030年 20,421人 約4000名減少

• 人口減少＝地域内の消費額も減ることで、那須町の経済は疲弊していく

⼈⼝減少

地域経済 
の衰退



那須町経営戦略会議

【再掲】基本戦略の背景①：地域経済の動向（那須町推計～観光交流⼈⼝増⼤の経済効果）
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地域経済を維持するため、定住人口１人当たりの年間消費額（130万円）とすると、

2030年までに減少する人口 ＝ 約4,000人とすると4,000人×130万円＝51.6億円をつくる

年間那須町の宿泊旅行者122万人（2021年） → 150万人に増やしていく

⼈⼝約4,000⼈減少分
(約52億円)

減少

宿泊旅行者約30万⼈分

拡⼤

2022年＝24,393⼈ 2030年＝20,421⼈
１⼈あたり年間消費額＝130万円

約221億円（94％）

A：観光入込客数 410万8,071⼈（2021年集計）

参考：観光庁

約119億円（35％）

B：観光消費額（2014年集計）

日帰り旅行者 4,135円 宿泊旅行者 18,073円

C：観光消費額 340億円（A×B）

宿泊旅行者 122万5,409⼈日帰り旅行者 288万2,662⼈

宿泊旅行消費額日帰り総消費額

宿泊旅行者   消費単価

30万⼈ × 18,073円 ＝ 約54億円
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【再掲】基本戦略の背景②：那須町観光における特徴

• 宿泊旅行者 ＝ 新規旅行者 ＋ リピーター

• 那須町の特徴として、リピーター割合が高く、リピーターからの満足度も高い。

➡エリアとしてリピーターへの魅力提供が強いため、その特徴を活かすべきと考えている。
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じゃらん宿泊旅行調査2021

⚫ 栃木・全国と比較してもリピーター割合が高い ⚫ 那須町は、初回訪問者よりリピーターのほうが満足度が高い
⚫ ただし、子供～大人が楽しめるスポットなど、2回目以降の満足が低い項目も
存在するため、その点は要改善
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【再掲】どんな観光地をめざすのか？
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世界に通用する観光地を目指して

～ROYAL RESORT NASU～
基本方針

基本戦略
旅行者に応じた様々な楽しみ方を提供し、
何度も行きたくなる観光地へ

※第4次那須町観光計画で策定した基本理念
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注力ターゲット その１．
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【300⼈街頭アンケート結果】
・6割が⼦供連れ旅行
・8割が関東在住
・3割が那須初来訪
・6割が日帰り
・10割が「レジャー施設」と「温泉」
目的で来訪

【じゃらん宿泊旅行調査】
「観光施設に行く」という項目で、
全国平均13.6％よりも那須は
31.4％とかなり⾼いことが分かっ
ている。なかでも「テーマパーク、
動物園、美術館に行く」という項
目が圧倒的に多かった。

※来訪者アンケート：「那須町観光協会」による那須町観光スポット3か所による街頭アンケート。集計期間は2023年5月５～7日
※調査に使用したじゃらん宿泊旅行調査は「2021年4月～2022年3月（21年度）」の期間で国内宿泊旅行を実施した方に対してインターネット調査したのも
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注力ターゲット その２．
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【ペットフレンドリーな
リゾート地】

・ペットと泊まれる宿泊施設や
飲食店、観光スポットが多く、
ペット連れリピータも多い。が、
まだまだ、知られていない。

・ペット連れをターゲットに地域
PRを展開しているエリアは
全国的にも少ない。
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注力ターゲット その３．
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2023年3月、観光庁の「地方におけ
る⾼付加価値なインバウンド観光地
づくり」のモデル観光地に那須及び
周辺地域が認定された。

今後、他にはない特別な体験を、
地域一体となり造っていく。
ミドル富裕層を呼び込む為には、
「わざわざ足を運ぶ価値がある」
コンテンツでなくてはならない。
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主要KPI
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那須町の⼈⼝24,393 ⼈(2022年）が、
2030 年には 20,421 ⼈と、今後8年間
で約 4000 ⼈⼈⼝減少する予定。

定住⼈⼝ 1⼈あたりの年間消費額を 

130 万円とすると、2030 年に 2022 年
時点同等の経済を維持するには、⼈⼝
減少分の 4000 ⼈×130 万円で、約 

52 億円分の新たな消費額を生み出す
必要がある。

2030年の旅行消費額を52億円にする
ために各KPIを達成すべく戦略を立て、
PDCAを回していく。



那須町経営戦略会議

主要KPI
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今後、先駆的DMOを目標に活動するにあたり、これら
指標は重要となる。従業員満足度や住民満足度、
DMO認知度の調査は本年度中に実施予定。現状を
把握した上でKPI設定をする。

【その他のKPI】

●業界雇用
者数

(人)

目標
4,400 4,500 4,600

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実績
（ ） （ ） （ ）

●一人当た
りの人件
費
（千円）

目標
3,500 3,600 3,700

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実績 3,338

●従業員満
足度

（％）

目標
60 62.5 65

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実績
（ ） （ ） （ ）

●住民満足
度

(％)

目標
65 67.5 70

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実績
（ ） （ ） （ ）

●DMO認知
度

（％）

目標
60 70 80

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実績

指標項目
2020

（Ｒ２）
年度

2021
（Ｒ３）
年度

2022
（Ｒ４）
年度

2023
（Ｒ５）
年度

2024
（Ｒ６）
年度

2025
（Ｒ７）
年度

●ふるさと納
税寄付金額
（万円）

目標
63,000 70,000 85,000

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実績
60,600

（ ） （ ） （ ）

●キャッシュレス
化

（％）

目標
45 60 70

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実績
39

（ ） （ ） （ ）

●現地消費単
価
（円）

目標
17,000 17,300 17,800

（ ） （ ） （ ）
(200,000
）

(200,000
）

(200,000
）

実績
17,000 16,500 16,500

（ ） （ ） （ ）

●宿泊単価
（円）

目標
17,300 17,500 17,700

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実績
20,000 17,100 17,100

（ ） （ ） （ ）

●SNSフォロ
アー
(Instagram、
FB、Twitter）

(人)

目標
16,000 18,000 20,000

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実績
14,370 15,000

（ ） （ ） （ ）

●再来訪意向
（％）

目標
76 78 80

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実績
75

（ ） （ ） （ ）
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DMOの推進体制
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【主な施策】ふるさと納税
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【主な施策】ふるさと納税
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【主な施策】ふるさと納税
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1

10憶
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【主な施策】ふるさと納税

18

2023年
９月中旬

2023年
9月下旬～

2023年
10月～

事業者説明会 事業者挨拶
各種ポータル
サイトでPR

役場の担当者と各ポータルサ
イトの担当者による事業者説
明会を実施。商工会全会員
に案内。

那須町DMOとして、事業者
への業務サポートを開始。未
参画施設を特に重視しつつ
フォローを実施。

11月、12月の大きな山場に
向け、各ポータルサイトごとに
効果的な露出を図る。
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【主な施策：観光DXの推進について】
包括連携の全体方針（プレスリリースから抜粋）

背景

• 那須町では2030年には現在よりも約4,000⼈⼈⼝減少する見込み。一方で、那須町のメイン産
業は「観光」であり、那須エリアは年間の観光入り込み客数のうち、約30％が宿泊客で占める。
那須地域の経済を維持・発展するためには那須町の強みである「観光」による「地域消費額の増
加」が必要。

• リクルートと那須町は相互協力のもと、町の観光資源の魅力を最大限に生かす施策を進め、「宿泊
客の増加」、「来訪者満足度の向上」、「ブランド力の向上」および「観光消費額の増加」を実現して
いくことを目的に協定を締結した。

目的

取組概要

• 持続可能な地域経営を実現し、観光による地域経済の発展
保有するデータの活用によって金流や人流などを把握し、
地域内の観光消費額増加策や有効な支援立案などを推進する。

• リクルートが提供する業務・経営支援サービス『Air ビジネスツールズ』を活用した
地域消費分析プラットフォーム構築。
そのデータを観光マーケティング・観光商品開発・情報発信・人材育成などの観光振興に活用する。
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• 「いつ・だれが・来訪し・いくら消費したのか？」を把握、データに基づく観光地経営に役立てる
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【主な施策：観光DXの推進について】
包括連携時にプレス広報した連携の仕組みイメージ
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• データに基づく観光地経営を行うためには、以下の情報群が不可欠となる
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【主な施策：観光DXの推進について】
地域消費分析プラットフォーム構築に必要なデータ

• 予約者属性（性・年代）
• リピーター割合
• グループサイズ
• ⼈泊数推移
• ⼈泊など年度変化
• 宿泊単価
• シングル率（ビジネス）
• 平均部屋単価
• 予約リードタイム など

• 性・年代

• ⼝コミ評価別の統計

• ⼝コミ内容

• 『キャッシュレス端末』が保持する決済データ
➢ 『Airペイ』
➢ 『Airペイ QR』
➢ 『Airペイ ポイント』

• 単発取得による調査統計データ

観光入込情報
（宿泊実態統計情報）

カスタマー満足度
（⼝コミ実態統計情報）

観光消費額
（決裁統計情報）

定期取得可能 定期取得可能 定期取得不可
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【主な施策施策：観光DXの推進について】
持続可能な地域経営を実現に向けたステップ

関係者合意

関係者との合意なくしてエリア全体での推進は困難な
ため、まずは取組に関する全体像整理、方針合意が
必要

STEP1：5～6月

• ボード会での方針共有 ：本日

データを収集する元となるデジタルツール（キャッシュレ
ス端末等）をエリア内事業者様に敷設する必要があ
る。その際、費用面のサポート等、行政・民間観点の
フォローが重要となる。

ハード・ソフト整備
（キャッシュレス端末等）

STEP2：7～8月
• キャッシュレス利用実態調査 ：7月
• キャッシュレス導入説明会 ：7月
• キャッシュレス導入促進 ：7～8月

データ基盤構築

データ収集に必要なツールの敷設が完了した上で、
エリア単位で活用できる統合データとして見えるかする
ためのシステム基盤を構築する。

STEP3：9月以降

データ基盤の活用

作成したデータ基盤をいつ、だれが確認し、どのような
合意形成の場で活用するのかを設計。その上で、実
際に活用し高速なPDCAを回す。

STEP4：10月以降

対応方針 実施内容

8月末目途で、
設計予定
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今後のスケジュール
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2023年 2024年

５月 ６月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月以降

マイルストン

DMO設立
に向けた動き

事業運営

エリアとしての
観光経営基盤

構築

令和5年第1回
ボード会議
6月28日

DMO申請〆切
7月14日

設立後の運営体制の整理
（組織体制、観光指標、

ボード会など）

設立に向けた最終調整
（観光庁との調整、組織体

制構築）
DMO運営

キャッシュレス
実態調査

キャッシュレス説明会
・導入推進

観光経営基盤構築に向けたシステム開発

■10月DMO設立申請結果をもって
は随時、経営戦略会議（ボード会）を定期開催予定

関係者
合意

既存事業推進（イルミネーション・各種イベント運営）

収益事業の準備（ふるさと納税、入湯税など）

来期事業検討
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